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副目的

款 項 目 大 中

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

林道の危険箇所の改修工事を行う。

内容

（手段）

○24年度実施内容

林道の危険箇所の測量・設計を業者に委託し、3箇所法面改修工事を行った。

【24直接経費の内訳】

 林道施設整備工事費（8,505千円）
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【25直接経費の内訳】

 普通旅費（102千円）

 測量設計委託料（3,000千円）

 林道施設整備工事費（11,000千円）
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事業の

達成状況

平成23年度に行った危険箇所調査結果を踏まえた林道整備工事の年次計画を策定

し、計画に基づいて改修工事を実施した。
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る課題

史跡(大山廃寺)にあたる部分の改修にあたっては、文化庁の許可が必要である。
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事業を廃止・縮小した場合は林道の安全確保ができなくなる。
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影響
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維　持

史跡（大山廃寺）にあたる部分の改修について、県と連携し文化庁の許可が出るよう

な工事方法を検討する。
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史跡（大山廃寺）にあたる部分の改修について、県と連携し文化庁の許可が出るよう

な工事方法を検討する。
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より短期間で危険箇所を改修し林道の安全を確保する必要があるため。判定理由

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）
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